
平成 20年業績集 
１．プリオン研究部門 
桑田 一夫（教授） 
【英文原著】 
1. Kimura K, Nagaki M, Kakimi K, Saio M, Saeki T, Okuda Y, Kuwata K, Moriwaki H.  

Critical role of CD44 in hepatotoxin-mediated liver injury.  Journal of Hepatology. 11 
March 2008 

 
2. Norifumi Yamamoto and Kazuo Kuwata. DFT studies on redox properties of 

copper-chelating cuprizone: Unusually high-valent copper(III) state. Journal of 
Molecular Structure THEOCHEM. in press 

 
3. Kei-ichi Yamaguchi, Tomoharu Matsumoto, Kazuo Kuwata. Critical Region for 

Amyloid Fibril Formaition of Mouse Prion Protein: Unusual Amyloidogenic 
Properties of Helix 2 Peptide. Biochemistry, in press 

 
4. Zenichiro Kato, Joel N. H. Stern, Hironori Nakamura, Kazuo Kuwata, Naomi Kondo, 

Jack L.Strominger: Positioning of autoimmune TCR-Ob.2F3 and TCR-Ob.3D1 on the 
MBP85-99/HLA-DR2 complex. Proc. Natl. Acad. Sci. U. S. A, 105, 15523-15528, 2008 

 
5. Junji Hosokawa - Muto, Yuji O. Kamatari, Hironori K. Nakamura, Kazuo Kuwata.  

A Variety of Anti-Prion Compounds Discovered through an in silico Screen Based on 
PrPc Structure:A Correlation Between Anti-Prion Activity and Binding Affinity: 
Antimicrobial Agents and Chemotherapy (AAC), in press 

 
【和文総説】 
 
1. 桑田一夫：プリオン 蛋白質・核酸・酵素 Vol.53 No.8 2008年 6月号増刊「キーワー
ド：蛋白質の一生」 2008.6.10 
 
2. 桑田一夫：プリオン病治療薬の論理的開発をめざして―蛋白質のダイナミクス解析から
構造変換制御物質の探索へ Rational drug discovery for prion diseases― 蛋白質 核酸 
酵素 Vol.53 No.6, 727-732, 2008 

 
3. 桑田一夫：ダイナミクスと安定性が交叉する領域の熱力学－量子暗号熱力学とプリオン
－ 熱測定 Vol.35,No.3 140-147 2008.6.15 

 
【和文著書】 
 
桑田一夫：プリオン ウイルスハンドブック No.16 中枢神経系ウイルス ウイルスハンド
ブック株式会社日本医学館 44-45 2008年 6月 28日 ISBN978-4-89044-660-5 C3047 

 
【国際学会ポスター発表】 
 
鎌足雄司，桑田一夫：The low-lying excited states: from identification to drug discovery. 22nd 
Annual Symposium of The Protein Society July 19-23, 2008 Manchestr Grand Hyatt San Diego 
 
中村寛則，武藤淳二，鎌足雄司，桑田一夫：A novel evaluation scheme for anti-prion activity: 
Application to in silico screening. 22nd Annual Symposium of The Protein Society July 19-23, 2008 



Manchestr Grand Hyatt San Diego  
 
石川岳志，石倉孝一，桑田一夫：Theoretical study of molecular interaction in prion protein based 
on fragment molecular orbital method. CBI2008 Oct 22-24, 2008 National Center of Sciences 
Building,Hitotsubashi Memorial Hall, Tokyo 
 
Hironori K. Nakamura, Taisei Kanamoto, Shigemi Terakubo, Kota B. Kodama, Hideki Nakashima, 
Kazuo Kuwata：Small anti-HIV compounds found with in silico screening and MTT assay. CBI2008  
Oct 22-24,2008 National Center of Sciences Building,Hitotsubashi Memorial Hall, Tokyo 
 
桑田一夫，松本友治，鎌足雄司，武藤淳二，中村寛則：Dynamics based drug design (DBDD) to 
regulate the prion’s pathogenic conversion process. Prion2008 Oct 8-10, 2008 Auditorium Hotel 
Madrid 
 
武藤淳二，鎌足雄司，中村寛則，桑田一夫：A variety of anti-prion compounds discovered by an 
in silico screening based on PrPc structure: a correlation between anti-prion activity and binding 
affinity. Prion2008 Oct 8-10, 2008  Auditorium Hotel Madrid 
 
石倉孝一，桑田一夫：Molecular dynamics simulation of the interaction between an anti-prion 
compound GN8 and cellular prion protein. Prion2008 Oct 8-10, 2008  Auditorium Hotel Madrid 
 
桑田一夫：Dynamics Based Design of Anti-Prion Compounds Uncovered the Hot Spots for Prion’s 
Pathogenic Conversion Reaction. EHRLICH Ⅱ 2 nd  WORLD CONFERENCE ON MAGIC 
BULLETS Celebrating the 100th Anniversary of the Nobel Prize Awarded to Paul Ehrlich Oct 3-5 
2008 Germany 
 
【国内学会・シンポジウムポスター発表】 
＜ポスター発表＞ 
山口圭一：部分ペプチドを用いたプリオンのアミロイド線維形成部位の系統的スクリーニ
ング 第 72回 日本生化学会中部支部 例会・シンポジウム 平成 20 年 5 月 24 日 岐阜大学
医学部記念会館 
 

武藤淳二：アミノ酸部位をピンポイント蛍光標識したプリオン蛋白質の作製第 72 回 日本
生化学会中部支部 例会・シンポジウム 平成 20 年 5 月 24 日 岐阜大学医学部記念会館 
 
鎌足雄司：創薬のための構造生物学的基盤の構築と抗プリオン病化合物開発への応用 
第 72 回 日本生化学会中部支部 例会・シンポジウム 平成 20年 5 月 24日 岐阜大学医学部
記念会館 

 
奥田由美子：論理的創薬法を用いた抗がん剤候補化合物の開発 第 72 回 日本生化学会中
部支部 例会・シンポジウム 平成 20年 5 月 24日 岐阜大学医学部記念会館 
 
石川岳志：量子化学計算によるプリオンタンパク質と低分子化合物との相互作用解析 
2008 年プリオン研究会 Prion Symposium 2008 平成 20 年 8 月 29-30 日 北海道上川郡新得

町 サホロリゾート 
 
桑田一夫：Thermodynamics of quantum cryptography for representation of prion. 2008
年プリオン研究会 Prion Symposium 2008 平成20年8月29-30日 北海道上川郡新得町 サ
ホロリゾート 



 
武藤淳二：in silico スクリーニングによる多様な抗プリオン病リード化合物の同定 2008
年プリオン研究会 Prion Symposium 2008 平成20年8月29-30日 北海道上川郡新得町 サ
ホロリゾート 
 
武藤淳二：大規模な化合物データベースを用いたプリオン病治療薬リード化合物の探索～

抗プリオン活性を示す多様な低分子化合物の発見 第 146 回日本獣医学会学術集会 2008
年 9 月 24-26 日 ﾜｰﾙﾄﾞｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰｻﾐｯﾄ（シーガイア） 
 
武藤淳二，山口圭一，松本友治，鎌足雄司，桑田一夫：4塩基コドン法によるピンポイント
蛍光標識プリオン蛋白質の作製 第 56 回 日本ウイルス学会学術集会 平成 20 年 10 月 26
日-28 日 岡山コンベンションセンター 

 
上田敦史，萩原恭二，中村寛則，渡邉俊樹，桑田一夫，間 陽子：抗インフルエンザ薬の
開発を目指した Nucleoprotein 結合化合物のスクリーニング 第 56 回 日本ウイルス学会
学術集会 平成 20年 10 月 26日-28 日 岡山コンベンションセンター 
 
石倉孝一，桑田一夫：GN8-プリオン蛋白質間相互作用の分子動力学シミュレーションによ

る解析 第 46 回日本生物物理学会年会 平成 20 年 12 月 3 日-5日 福岡国際会議場 
 
早野陽介，鎌足雄司，桑田一夫：抗プリオン化合物の作用機構による分類 第 46回日本生
物物理学会年会 平成 20 年 12 月 3 日-5 日 福岡国際会議場 
 
山口圭一，松本友治，武藤淳二，桑田一夫：シーディングによるマウス PrP アミロイド線

維の伝播 第 46 回日本生物物理学会年会 平成 20年 12 月 3 日-5 日 福岡国際会議場 
 
鎌足雄司，武藤淳二，中村寛則，早野陽介，桑田一夫：ケミカルシャペロンとして働く抗
プリオン化合物群の同定 第 46回日本生物物理学会年会 平成 20年 12月 3日-5日 福岡
国際会議場 
 

山本典史，桑田一夫：プリオン病における毒性作用の発現機構：遷移金属イオンの生体作
用を軸とした分子論的解析 第 46回日本生物物理学会年会 平成 20年 12月 3日-5日 福
岡国際会議場 
 
Yuichi Yoshimura, Kazumasa Sakurai, Eri Chatani, Atsushi Kameda, Miyo Sakai, Kei-ichi 
Yamaguchi, Hironobu Naiki, Yuji Goto：β2ミクログロブリンのフラグメントが形成する

アミロイド線維構造の構造解析 第46回日本生物物理学会年会 平成 20年 12月 3日-5日 
福岡国際会議場 
 
＜シンポジウム＞ 
桑田一夫（オーガナイザー）：創薬の新局面と数理 －数論の応用－  
鎌足雄司：タンパク質準安定状態の同定からプリオン病治療薬開発へ  

中村寛則：低分子化合物の抗プリオン活性予測法構築に向けて：アッセイ結果を説明する
評価関数の探索 

石川岳志：量子化学計算に基づく創薬研究へのアプローチ －プログラム開発と生体分子
への応用－   
第 46 回日本生物物理学会年会 平成 20 年 12月 3日-5 日 福岡国際会議場 
 

【国内特別講演】 
桑田一夫：論理的創薬法の確立とプリオン病への応用 社団法人 日本耳鼻咽喉科学会 第



56 回中部地方部会連合会 平成 20 年 7 月 5 日 ホテルグランベール岐山 
 
桑田一夫：プリオン病と論理的創薬-Application of Dynamics Based Drug Discovery (DBDD) 
to Prion Diseases ‒ 日本ヒトプロテオーム機構第６回大会「創薬、バイオマーカー探索
に向けて」 平成 20年 7 月 30 日 ホテル阪急エキスポパーク 
 

桑田一夫：タンパクの立体構造を制御する化合物をデザインする 厚生労働科学研究費補
助金 難知性疾患克服研究事業 アミロイドーシスに関する調査研究班 「アミロイドー
シス 夏のワークショップ 2008」 平成 20 年 8月 21 日-22 日 金沢大学医学部記念会館 
 
桑田一夫：理論的にデザインされた低分子化合物によるタンパク質のコンフォーメイショ
ン制御 －２１世紀医学の新戦略－ 理論創薬セミナー（公開講座） 平成20 年11 月13 日 

立教大学理学部 4405 教室 
 
桑田一夫：低分子化合物により、タンパク質のコンフォーメイションを制御する 立命館
大学理工学研究所シンポジウム 「タンパク質ＮＭＲ研究の最前線」 平成 20 年 11 月 29
日 立命館大学びわこ・くさつキャンパス・ローム記念館 4階大会議室 
 

桑田一夫：構造生物学的アプローチによる抗プリオン化合物の開発 情報計算化学生物学
会（CBI 学会）第 292 回 CBI 研修講演会「神経変性疾患の標的と創薬- Ⅰ」 平成 20 年
12 月 16 日 東京大学医科学研究所講堂 
 

 
 
２．ウイルス研究部門 
近藤 直実（教授） 
【著書（和文）】 

1. 近藤直実 他：Ⅷ．憎悪時の治療法 討論．宮本昭正，小林節雄，中島重徳 編集．喘

息の憎悪化とその対応，ライフサイエンス；2008 年：106-119.   

2. 近藤直実 他：近藤直実 編集．講義録小児科学，メジカルビュー；2008 年  

3. 近藤直実 他：大関武彦，近藤直実 総編集．小児科学 第 3版，医学書院；2008 年  

4. 近藤直実 他：免疫・アレルギー疾患．岡田 正 監修．栢下 淳，山東勤弥，田中芳

明，早川麻理子 編集．臨床栄養学治療の実践 病態別編，金原出版；2008年： 423-440. 

5. 近藤直実 他：気管支喘息．松尾 理 監修．鈴木康之 編集．よくわかる病態生理 15 

小児疾患，日本医事新報社；2008 年： 122-126.  

6. 近藤直実 他：アトピー性皮膚炎．松尾 理 監修．鈴木康之 編集．よくわかる病態

生理 15 小児疾患，日本医事新報社；2008 年： 127-130.   

7. 近藤直実 他：蕁麻疹．松尾 理 監修．鈴木康之 編集．よくわかる病態生理 15 小

児疾患，日本医事新報社；2008 年： 131-132.  

8. 深尾敏幸．DNA, 遺伝子，ゲノム：佐治勉，有坂治，大澤真木子，近藤直実，竹村司 編．

講義録小児科学，東京；メジカルビュー社；2008 年：181-184. 

9. 深尾敏幸．遺伝性疾患の分類と頻度：佐治勉，有坂治，大澤真木子，近藤直実，竹村司 



編．講義録小児科学，東京；メジカルビュー社；2008 年：185-187. 

10.深尾敏幸．単一遺伝子病：佐治勉，有坂治，大澤真木子，近藤直実，竹村司 編．講義

録小児科学，東京；メジカルビュー社；2008 年：188-190. 

11.深尾敏幸．尿素サイクル異常症：佐治勉，有坂治，大澤真木子，近藤直実，竹村司 編．

講義録小児科学，東京；メジカルビュー社；2008 年：221-222. 

12.深尾敏幸．糖代謝異常症：佐治勉，有坂治，大澤真木子，近藤直実，竹村司 編．講義

録小児科学，東京；メジカルビュー社；2008 年：223-226. 

13.深尾敏幸．ビリルビン代謝異常症とポルフィリン代謝異常症：佐治勉，有坂治，大澤真

木子，近藤直実，竹村司 編．講義録小児科学，東京；メジカルビュー社；2008 年：237-239.  

14.深尾敏幸．毛細血管拡張性失調症：佐治勉，有坂治，大澤真木子，近藤直実，竹村司 編．

講義録小児科学，東京；メジカルビュー社；2008 年：355-356. 

15.深尾敏幸．その他の免疫異常症：佐治勉，有坂治，大澤真木子，近藤直実，竹村司 編．

講義録小児科学，東京；メジカルビュー社；2008 年：359-360. 

16.深尾敏幸．極長鎖アシル-CoA 脱水素酵素欠損症，長鎖３-ヒドロキシアシル-CoA 脱水素

酵素欠損症，短鎖３-ヒドロキシアシル-CoA脱水素酵素欠損症中鎖アシル-CoA 脱水素酵

素欠損症，短鎖アシル-CoA 脱水素酵素欠損症，２，４ジエノイル-CoA 還元酵素欠損症 

17.大関武彦，近藤直実総編集．小児科学 第３版，東京，医学書院；2008 年：475-479. 

 

【著書（欧文）】 

1. Kondo N, Kato Z, Kaneko H, Fukao T, Matsui E, Aoki M. Molecular Mechanisms of 
Hygiene Hypothesis. Ed Stephen Holgate, Giannni Marone, Johannes Ring. Cellular 
and Molecular Targets in Allergy and Clinical Immunology. Hogrefe & Publishers 
2008: 36-37  

2. Matsuura N, Tada H, Nakamura Y, Uehara R, Kondo N, Yokota Y, Kaneko H, 
Fukushi M.Effects of Dioxins in Breast Milk on Thyroid Function in Infants Born in 
Japan. Ed by Maatoshi Morita. PERSISTENT ORGANIC POLLUTANTS (POPS) 
RESERCH IN ASIA. ISEBU, Tsukuba, 2008 

3. Kondo N，Matsui E，Kaneko H，Fukao T，Teramoto T，Kato Z，Ohnishi H，Nishimura 
A：Genetics of Pediatric Asthma. In: Pawankar R, Holgate ST, Rosenwasser LJ eds. 
Allergy Frontiers (volume1 Allergy Frontiers: Epigenetics, Allergens and Risk 
Factors): Heidelberg :Springer 2009:189-203 
 

【総説（和文）】 

1. 近藤直実：生体要因と環境要因との関わりから病気の対策を考える．日本医事新報 

2008 年；4367 巻：49-50.  

2. 松井永子，川本典生，深尾敏幸，近藤直実：乳幼児期の免疫応答性の変遷とアレルギー

疾患発症．アレルギー・免疫 2008 年；15 巻：170-174.   



3. 近藤直実：食品アレルギーとその治療戦略．Milk Science 2008 年；56 巻：138-140. 

4. 近藤直実，松井永子，西村あかね：小児気管支喘息のテーラーメイド医療．喘息 2008

年；21 巻：40-46.  

5. 大西秀典，加藤善一郎，季 愛蓮，木村 豪，名田匡利，徳見哲司，相馬和佳，松井永

子，金子英雄，近藤直実，杤尾豪人，白川昌宏：分子生物学的アプローチのインパクト 

IL-18 及びシグナル伝達系タンパク質構造解析に基づく創薬へのアプローチ．日本小児

アレルギー学会誌 2008 年；22 巻：63-70. 

6. 近藤直実：第 9回喘息リモデリング研究会 討論 司会．呼吸 2008 年；27 巻：524-525.   

7. 近藤直実：なぜアレルギーが増加したのか．BIO INDUSTRY 2008 年；25 巻：7-14.  

8. 近藤直実：編集後記．日本小児アレルギー学会誌 2008 年；22 巻：464. 

9. 近藤直実，宮本昭正，大田 健：トシル酸スプラタスト鼎談 喘息治療における Th2サ

イトカイン阻害薬の位置づけ．PROGRESS IN MEDICINE 2008 年；28 巻：2167-2173.   

10.金子英雄，近藤直実：分類不能型免疫不全症．アレルギー・免疫 2008 年；15 巻：2-9.   

11.福富 悌，金子英雄，大西秀典，笠原貴美子，近藤直実：小児インフルエンザにおける

麻黄湯の効果と治療の選択についての検討．漢方と免疫・アレルギー 2008 年；27 巻：

22-33.   

12.近藤直実：QOL 調査票の使い方．2008 年；4巻：31-35.  

13 深尾敏幸：質疑応答 小児のケトーシス 日本医事新報  2008 年；4329 巻：89-90. 

14.深尾敏幸 IgG サブクラス欠損症と IgA 欠損症．小児疾患診療のための病態生理１．小

児内科 40,41 巻増刊号 印刷中 

15.深尾敏幸 アシル-CoA 脱水素酵素欠損症．小児疾患診療のための病態生理２．小児内科

41 巻増刊号 印刷中 

 

【原著（和文）】 

1. 近藤直実，平山耕一郎，松井永子，寺本貴英，金子英雄，深尾敏幸，折居建治，川本美

奈子，舩戸道徳，大西秀典，川本典生，森田秀行，木村豪，名田匡利，徳見哲司，堀友

博，渡邊倫子：小児気管支喘息患児と親又は保護者のQOL調査票簡易改訂版2008(GIFU)．

アレルギー2008 年；57 巻：1022-1033. 

2. 近藤直実：小児医療制度での現状と問題点̶大学小児科勤務医．小児科診療 2008 年；71
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